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SI邑rke 52.0 1.3(1 

Dc:xtri白 ol.S 1.28 

Glycerin 49.1' 123 

A，a.bir由se :lo.7 0.89 

Xylo・e お'.2 り.88

Galaktose 34.2 0.86 

Manr市町 32.8 (1.82 
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司.J..ls g" FruktosιGluko!lt"， Ulycerin 6蝶樹事~ Btarke， D措 lrin 6'iK+!υ量'01'(緋..)V'..)ド曜・4車.+!Ara.bino町.
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1 叫がhぽ長-~唱。鈴s:ま.謹盛時!.l~ド~ Pento担当窓主主!.l~紺~4写読谷，c。

桔.機川
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灘特記奪翼RQI(j(測量密!.!舗ν 1111凶
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として Gl叫 osa.min低 Hc1.5alzとして輿へたり。)

飼育試験期:昭和4年1月より4月

卒均室温: lo.lioC. 

1言語R斑当~ド1証書燦f 1!...!掛称。哨#底客4.'..'gm の~ド.炉停孟$SJeI制~蝶担当主主.0...)嘘""話量首長116環4o"'i~

搭骨~!...!....)いi争事r !lOgm 持。~。主主t霊安?箆5華道~3認容謹圃!I居3革命士!t<8.5華 ...)0 (織川歪d華麗)
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KonJak 19.5 0.49 . 
Giukom瓦ure 19.5 0.49 

Z..ck <rsaure Iリ.3 0.48 

I渇O沼yaceton 7.2 0.18 
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2
2
σ
2
r
a岬

に
就

τは
従
来
鱒
多
の
前
究
あ
る
が
其
等
は
専
ら
へ
犬
及
び
兎
等
に
就
て
行
ひ
し
も
の
な
り
。
箸

者
等
は
轟
の
炭
水
化
物
類
の
突
養
慣
試
験
に
於
て
‘
炭
水
化
物
の

〉

Z
F
2白
山
内
『

V
"ユ
品
目
同

の
知
何
は
其
炭
水
化
物
の
祭
養
価
風
に
嬬
接
な
る
捌

係
t
e
有
す
る
も
の
な
る
事
t
q
認
め
.
・
突
に
向
鼠
を
試
験
動
物
さ
な
し
て

寄
与
吉
以
下
臼
積
の
炭
水
化
物
の

〉

E
Z
Z
2
0
2喝
3
g
を
測

定
し
た
り
。

拭
酸
方
法

試
蹴
為
法
ざ
し
て
は
専
ら

Z
2五
色

及
び
』
S
E
C・-品。-
5
3・
4
9
念】・】

3
5
が
兎
セ
以
て
行
へ
る
J

刀
法
を
奪
考
さ
し
た
り
。

白
鼠

ω飼
料
ざ
し
て
は
衣
の
知
九
万
組
械
の
も
の
を
使
用
せ
り
。

羽

2昔
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0
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4
v
u
q
w
-炉
問
燭

申-

x 

夏

ご
し
て

-
日
目

S戸
E
s
t・叩
ヨ
四
及
び
C
ミ
Z
コ
山
崎
工
揖
ウ
オ
w
F
-
フ
ム
酸
ι
f・
以
て
精
製
せ
る
も
の
)

C

・
己
開
ヨ
令
掃
加
給
輿

，u-Zヨ
古
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せ
り
。
右
の
飼
料
命
以
て
約
初
日
間
向
車
令
飼
育
し
た
る
後
其
排
柑
す
る
尿
を
集
め

zsaE
の
試
襲
セ
以
て
其
還
元
位
の
有
無
を
検
し

還
元
世
を
差
せ
ぎ
る
動
物
は
貞
ち
に
之
を
試
幽
順
応
供
し
た
り
。
白
鼠
は

z
r
s
前
後
の
雄
な
る
令
謹
び
5
匹
を
以
て
1
組
さ
な
し
・
か
L

る
組
4
組
命
説
占
υ
1
種
類

ω炭
水
化
物
の
試
験
じ

1
組
ぞ
嘗
て
各
組
共
反
覆
供
朗
幹
也
h
v
。

先
づ
供
試
倍
輔
の
一
定
量
t
q旬
料
の
一
部
さ
混
和
し
て
鼠
に
奥
へ
悉
く
食
ひ
査
さ
し
め
た
る
後
残
部
の
飼
料
そ
奥
へ
て
動
物
の
血
間
食
す
る

ι
ぞ
侠
ち
て
直
ち
に
各
々
を
良
部
に
漏
斗
を
具
へ
た
る
掴
筒
献
金
銅
製
の
尿
採
築
錨
に
移
し
.
其
M
時
聞
に
緋
推
す
る
尿
ぞ
集
め
た
り
。
尿
は

刻。，
E
出
円
岬
の
定
性
的
試
難
命
以
て
常
・
法
の
峨
く
し
て
其
還
元
性
伝
検
し
揖
-
活
性
te畢
せ
ず
る
時
は
供
試
物
の
量
を
動
物
の
偶
量

S
G
R
2
に

就
き
。
・

7
0・2
ヨ

づ

L
廟
吠
情
加
し
行
き
て
終
に
尿
中
に
還
元
慣
を
見
出
す
に
及
び
て
止
む
。
新
〈
し
て

2
Z
S
E
O
を
生
す
る
供
賦

槍
頬

ω最
小
量
〈
帽
量
M
C
C
開
ヨ
に
劃
す
る
)
令
以

τ

さ
な
し
各
種
膳
類
の

〉
盟
問

Ez--崎一
V
H『

-zx
を
焔
較
試
験
し

〉
田
町
富
山
山
己
申

0
3同
Z
E
M
Z

fこ
り。{お

-
E
Z
R
Z正
栓
試
峨
し
た
る
動
物
の
尿
は
阿
波
m

虫
色
々
以
て
嶋
化
し
た
る
後
惜
の
検
出
に
供
し
た
り
。
叉

宮
古
E
n
r
p
E
及
び

2
6
r
o
Z
B吉
岡

g
f
p
zを
典
へ
た
る
鼠
の
尿
は
常
・
い

ぼ

2
2出
合
同
の
試
襲
に
感
?
る
積
以
外
の
還
元
性
物
質
令
含
め
ば
.
か
L
る
尿
の
検
出

tま

温
三
P
E
2
の
試
磐
信
用
ゐ
た

hv。
向
2
種
混
合
賦
科
の
槍
輔
は
凡
て
等
量
の
割
合
に
混
合
せ
り
。

試
験
結
果

試
隙

ω結
果
は
沼
市
て
第
二
、
第
三
及
び
第
四
表
じ
示
す
が
飢
し
。

セ
奥
へ
た
る
動
物
の
尿
以
純
化
し
た
る

同

z-ぎ
及
び

-JVm例
押
司
町
田

世
保
初
め
て
還
元
性
ぞ
益
す
る
な
り
。

依
て
是
等
横
揺
は
非
遁
元
性
の

の
形
心
於

t
尿
に
排
雄
せ
ら
る
h

も
の
な
り
さ
云
ふ
べ
し
。

MNor司
Nanro司

の
尿
は

回

M
D
Z
Zぉ
n
n
V
M同
伊
品

炭
水
化
物
類
の
蹴
究
費
慨
に
斌
て
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炭
水
化
物
顕
の
嬰
繋
偏
民
就
て

其
能
じ
て
還
元
す
る
も
の
さ
棉
化
後
初
め

τ還
元
す
る
も
の
さ
あ
り
。
依
て
隷
種
は
其
憧
の
形
乃
至
は
時
化
糖
の
形
じ
於
で
尿
に
排
消
せ
ら

る
L
な
ゐ
可
し
。
以
上
著
者
等
の
得
た
る
結
副
端
々
冨
E
H
b
a

及
び

玄
丘
四

o
z・
0zroaarmor司
N
g
r
o
F
M
H
E
r
s
z

7
2
3
が
、
兎
を
以
て
試
抽
惜
し
た
る
成
績
ざ
焔
較
す
れ
ば
第
五
表
に
示

じ
就
て
は
略
乏
近
ぎ
数
字
を
得
た
る
が

caま
コ
じ
紘

す
か
却
し
。
雨
者
h
z
地
較
す
る
に

て
は
級
官
者
等
の
値
依

C-Sι
ヨ
に
し
て

g
oロ
ι

。一
及
び
』
0
3
2

の
値

g
k
s
の
ゆ
宇
ば
じ
過
ぎ
?
。
街
著
者
等
の
成
績
じ
於
て
は
二
種
混

合
情
鋪
の

h
g
a
S
E
E
E聞
耳
目
白
河
は
各

-hRE百
a
g
"
の
中
間
に
あ
る
が

認。，

e-
及
び
し
司
3
2
2
の
結
果
じ
於
て
は
血
行
甲
6
2
3
5
5
の

値
の
何
れ
よ
hvau
小
な
り
。
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第 表

胞質lU何mlこ型せする A，s'mila.tiollsl(renl.o
動物香!)l I Arahinose I Fruktcse I Rohrzuckt'r I… Xylosc: Arahinose I Fruktcse I Rohrzuck町+ 1+1  + I + 

l>extrin I JIIaltose I Gluko・e I Malt佃 e
I )(In Rm vm ば町、 匝m gm I!.町E gm 

100 ~.1O 0.10 0.41) 0.80 0.80 1.10 1.例} 1.4() 

]01 " 
1/ 0.50 仏70 仏80 1.似} 0.90 1.40 

102 11 " O.似} O.鎖} 0.70 1.20 J.縦} 1.20 

. 103 11 /f 0.40 0.70 (1.70 0.7'υ }.I)O lj!O . 
10i 1I 1I 0.60 0.80 0.80 0.90 1.00 1.40 

卒均 0.76 0.98 -0.10 0.10 050 0.76 0.98 1.32 

第 表

骨量1lil00Rmに到する Assimila.tionsgrenze
動物番銃 |吋ckerl J)t'xlrin 

Delllrin + Glokosc Maltose lnolin 
Gluk旬 e Glokose 

gm 
0g.m 80 

区町E gm gm 世田、 gm 
110 O.叡} 1.00 0.9u 1.10 1.50 1.50 

111 0.20 0.80 0.80 090 1.似} 1.益。 I.b0 

112 0.30 0.90 0，80 1似』 1.10 1.釧} 1.50 

113 0.30 0.841 1.20 1制』 0.90 1.60 1.60 

114 0.40 0.80 1.'伺 1.例} 1.10 1.40 1.70 

卒均 0.28 0.82 0.96 0.96 1.04 150 1.56 
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指訴訟寧園長Q8機運~~"ν I "IIID 

第 四 表

物
償震 1叫&mに針する鰍imilationsgre蹴

動 番 M 
DioJtJllceωn Ghakc暗a.minHC1-Sa.li 

0.g8m 0 
gR・

120 0.30 

121 0.20 O.2() 

122 0.40 0.40 

123 ().初 O.卸

124 0.40 0.30 

lji均 0.32 0.30 

第 五 表

炭水化物
憧重 lW1(1JIに劃する A掴 imilatiONltln:n&eく2fi.均〉

著 者 害事 国

一

伺

一

Y
J

一

t
F
 

及
一
伊

I
-
e
-
I

F

 

t

目

n
-
e
-
M

一
lnulin 

gm 
1 o6 

l.oO 

1.04 

0.82 

1.71 

1.30 

1.61 

Ma.lt(指e

Glako日

Dextrin 



Rohrzuckcr 0.76 0.75 

Frukto田 O.oO 0.80 

Dloltyaceton 1，.32 
Glukosamin HC1.Salz 0.30 

Manno日 0.28 

Milcbzuckcr 0.16 

Arabin個 e 仏10

Gala.ktosc -0.10乃至仏10

Xylose -0.10 

?~trin J 
Maltosc 

1.32 1.60 

Rohrznckerj 
Malt09C 0.118 

Fruktose 
0.98 0.70 

Gluko9C 

RObr;!;叫町}
Gluko.:e需

0.96 

Delttriu 
0.96 1.46 

Gluko9C 

RohrZu 0.76 0.69 
Do.trin --

Mi凶吋骨!
Glukosc 

0.26 

号越%近S事長Q鰍衡~~舗ν 11111同



第ー圏

全飼育期聞の股.婿加

く院験第一3

目。

。

第二圃

武制琢加後の随意均時刻

〈院除第二〉

a 

第三国

関税添加後の陸軍橋加

く院除第三〉

農
水
他
鋤
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集
議
岨
定
色
町
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